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江口姉妹基金奨学金規程 
 

（目的） 
第１条 この規程は、江口姉妹基金奨学金に関し必要な事項を定めるものとす

る。 
 
（奨学金及び奨学生） 
第２条 この規程において奨学金とは、福岡県医師会（以下「本会」という。）

が定める資格を有する者に学資として給付するものをいい、給付を受けるもの

を奨学生という。 
 
（運営委員会） 
第３条 本基金を運用することを目的に、江口姉妹基金運営委員会を設置する。 
 
（委員） 
第４条 委員は福岡県医師会長が指名委嘱する。 
 
（奨学生の資格） 
第５条 奨学生は下記の各号すべてに該当しなければならない。  
（１）福岡県内の医師会立の准看護師養成所に在籍する学生、生徒 
（２）経済的理由により、十分な教育環境に恵まれていないと認められる者 
（３）卒業後、福岡県内での就業を希望している者 
（４）在籍養成所の長より推薦を受けた者 
（５）向上心に富み、かつ、成業の見込みがある者 
（６）学業、人物ともに優秀であり品行方正な者 

 
（奨学金の給付期間及び金額） 
第６条 奨学生が在籍する養成所の学年終了時までを給付期間とする。 
２ 就学途中で給付を受ける者については、申請月を含む残りの就学期間を限

度とする。 
３ 奨学金の給付額は月額２０，０００円とする。 
４ 本奨学金に原則返還義務は発生しない。 
 
（募集） 
第７条 奨学生の募集は福岡県内の医師会立の准看護師養成所に平成２６年度

以降に入学する学生および、既に在籍している学生に毎年行うものとする。 
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（申請書の提出） 
第８条 奨学金利用希望者は、養成所の長の推薦を受け、申請書類と作文、前

年度の学業成績、世帯全員の収入状況を証明する書類及び奨学金（貸与・給付）

を始めとし、資格取得のための支援金等を受給している場合は受給を証明する

書類を在籍する養成所を経由して毎年７月１日（当日消印有効）までに福岡県

医師会長に提出すること。ただし、前年度に就学していなかった者については

学業成績を提出しなくてよい。 

２ 給付期間は学年終了時までとなっているため、１年次に給付を受けていた

者についても、再度、申請および養成所の長の推薦を必要とする。 
３ 就学途中で予期せず経済的理由で就学が困難になった者に限って、養成所

の長に相談の上、申請書を提出することができる。 
 
（推薦） 
第９条 養成所の長は、所属する准看護師課程の学生より基金利用の申込があ

った場合、第５条の各号すべてに該当しているかを協議した後、各学年２名を

限度に福岡県医師会長に推薦することができる。ただし、就学途中で予期せず

経済的理由で就学が困難になった者に関しては、この限りでない。 
 
（奨学生の決定） 
第 10 条 期日までに到着した申請書及び作文により運営委員会で選考を行い、

本会理事会において奨学生を決定する。 

２ 決定後、遅滞なく養成所の長を通して通知を行う。 

３ 就学途中で予期せず、経済的理由で就学が困難になった学生については、

運営委員会が養成所の長より直接事情を聴取し、決定する。 

 

（奨学金の給付） 

第 11条 奨学金は、年２回にわけて９月（４月分から９月分）と３月（10月分

から翌年３月分）に給付する。 

 

（奨学金受領書の提出） 

第 12条 奨学金の交付を受けた奨学生は、直ちに奨学金受領書及び誓約書を福

岡県医師会長に提出しなければならない。 
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（報告書の提出） 

第 13条 奨学生は、給付を受けた翌年の２月に養成所の長を経由して報告書を

遅滞なく提出しなければならない。 

２ 奨学生が准看護師として就職する場合、福岡県医師会長に就職先の報告を

しなければならない。 

３ 看護師課程に進学した者は、学校名と卒業予定年月日などを報告し、看護師

として就職する際は、就職先を福岡県医師会長に報告しなければならない。 

４ 奨学生は、就職後に福岡県医師会長より求めがあった場合、在職を証明す

る書類を提出しなければならない。 

 

（奨学生の身分の喪失） 

第 14 条 奨学生が次の各号のいずれかに該当するとき、身分を喪失するため、

該当した場合は、養成所の長が遅滞なく福岡県医師会長に報告しなければなら

ない。 

 （１）退学したとき 

（２）停学の処分を受けたとき 

（３）留年が決定したとき 

（４）その他奨学生として適当でないと養成所の長、もしくは福岡県医師会

長が認めたとき 

２ 奨学生がその身分を喪失した場合、喪失した前月までを奨学金給付の対象（以

下、「対象期間」。）とする。ただし、支給日において奨学生が退学（死亡を含

む）していた場合には、原則として未支給の奨学金は全て給付しない。 

３ その身分を喪失した奨学生が対象期間を超えて給付を受けている場合は、超

過分を返還しなければならない。 

４ 福岡県医師会長は、奨学金の給付を取り消したとき、その旨を所属の養成

所の長を通して奨学生に通知する。 

 

（奨学生の身分の一時停止） 

第 15条 奨学生が休学した場合、養成所の長はその理由及び復学予定日を遅滞

なく福岡県医師会長に報告しなければならない。 

２ 休学期間中は、その身分を一時停止する。 

３ 休学した月より、給付を一時停止し、復学した月より再開する。 

（虚偽） 

第 16条 申請書及び報告書など、提出した基金に関係する書類に虚偽が判明し

た場合、最初の給付時期に遡って、給付した全額を返還しなければならない。 
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（基金の終了） 

第 17条 資金を運用し終えた場合は、本基金を終了する。 

２ 資金運用において残金が発生した場合、理事会において、取り扱いを決定

する。 

 

（規程の変更） 

第 18条 この規程における変更は、理事会の決議により行わなければならない。 
 
 
附則 
この規程は平成２６年４月１日より施行する。 
改訂 令和元年５月１６日 
改訂 令和２年８月２０日 
改訂 令和４年３月３１日 
 

 
 

  


